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日
本

共
産

党
・
金

子
議

員
の
一

般
質

問
は

３
月

１
５

日
（
火

）
の
２

番
目

（

10時
開
会
）
で
す

今
議
会
は
８
人
が
一
般
質
問
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
の
堀
江
か
く
じ
議
員
は
１
６
日
の
２
番
目
（
午
前
）
で
す
。

第
１
回
定
例
議
会
（
３
月
議
会
）

が
３
月
２
日
に
開
会
、
提
案
さ
れ

た
２
０
１
１
年
度
予
算
案
に
「
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
補
助
事
業
」

と
し
て
５
０
０
万
円
（
約
５
０
件

分
）
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
内
業
者
が
施
工
す

る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
、
１
０
万

円
を
上
限
に
工
事
費
の
１
０
％
を

補
助
す
る
制
度
で
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団
の
金
子
・

堀
江
両
市
議
が
早
期
実
施
を
強
く

求
め
て
き
た
も
の
で
す
。

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
滋
賀
県

の
近
江
八
幡
市
は
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
を
２
０
０
９
年
か
ら

実
施
し
、
来
年
度
も
実
施
に
向
け

て
予
算
計
上
し
ま
し
た
。
今
年
２

０
１
０
年
度
は
、
４
５
０
０
万
円

を
当
初
予
算
に
計
上
。
受
付
初
日

に
２
８
２
件
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

予
想
し
て
い
た
１
５
０
件
を
大
き

く
超
え
、
市
は
急
き
ょ
４
０
０
０

万
円
の
追
加
予
算
を
組
み
ま
し
た
。

市
は
経
済
効
果
額
を
約
１
３
億
円

と
推
計
。
助
成
額
７
２
０
０
万
円

の
１
８
倍
の
効
果
が
あ
っ
た
と
し
て

い
ま
す
。

常
陸
大
宮
市
の
受
付
時
期
な
ど

詳
細
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
市
民
と

事
業
者
に
喜
ば
れ
る
制
度
に
す
る

た
め
引
き
続
き
が
ん
ば
り
ま
す
。

昨
年
成
立
し
た
政
府
補
正
予
算

に
盛
り
込
ま
れ
た

「
き
め
細
か
な
交
付

金
」
な
ど
の
地
域
活

性
化
交
付
金
の
当
市

へ
の
配
分
決
定
を
受

け
、
道
路
補
修
な
ど

１
７
の
事
業
を
具
体

化
、
開
会
さ
れ
た
定

例
議
会
で
補
正
予
算

を
議
決
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
費
の
大

部
分
は
新
年
度
に
繰

り
越
さ
れ
、
事
業
の

執
行
は
４
月
以
降
に

な
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
の
金

子
議
員
は
、
議
会
で

市
内
事
業
者
優
先
の

入
札
・
発
注
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

雇用と中小企業

「こんな給料では、くらしてゆけない」

この12年間で民間給与は、年収で61万円も減らされました。

「経済停滞は国際競争に負けた結果ではない。内需の縮小こ

そ病気だ」「賃上げ→内需拡大→売り上げ増加という好循環を

生む第一歩を」（日本政策投資銀行参事役「朝日」1月15日付）

「いまこそ賃上げが必要」は、立場のちがいをこえた共通の声

です。

こうやって「賃上げ」を 日本共産党の４つの提案

●派遣法を抜本改正し、正社員をふやす

●中小企業を支援し、最低賃金を時給１，000円以上に

●大企業と中小企業の賃金格差をなくす

●解雇規制のルールを強化

“大企業のためこみ”を国民のためにつかうルールを

賃金が減る一方で、雇用にも投資にもまわらずに大企業内部

にためこまれるお金は244兆円にものぼります。

日本共産党は、このお金を賃上げや雇用をふやすなど“生きた

お金”として日本経済に還流させること、そのために国民のくらし

と権利をまもるルールをつくることを提案しています。

家計があたたまり、消費がふえれば、内需も活発になります。

国内投資もふえ、日本経済を成長・発展のレールにのせられます。

社会保障と税金

「これ以上の負担はムリ」

年金支給額の引き下げ、国保料（税）値上げなど、社会保障は

悪くなるばかり。一方で大企業には1兆５，000億円もの減税をバ

ラマキ。そのうえ消費税引き上げなどとんでもありません。

日本共産党は、政治に「福祉の心」をとりもどし、社会保障の

拡充へとカジをきりかえます。

●高齢者差別の医療制度を廃止し、差別温存、負担増の「新

制度」案は撤回を

●高すぎて払えない国保料（税）の引き下げを

●いのちにかかわる国保証取り上げは中止を

大企業へのゆきすぎた減税、軍事費にメスを

財源をどうする？ ①税金は「支払い能力に応じた負担」を原

則とする、②大企業・大資産家へのゆきすぎた減税をただす、③

米軍への「思いやり予算」などの軍事費、大型開発や政党助成

金などのムダにメスをいれる─日本共産党は、税金のあり方をこ

う改革します。

さらに、くらしをささえ所得をふやす改革で日本経済を健全な

成長のレールにのせれば、税収もふえ、安心できる社会保障を実

現できます。

携帯用ホームページ

http://www.jcp.or.jp/i/

多彩な情報をお届けし

ます。

☆日本共産党のホームページ

http://www.jcp.or.jp/

２
月
２
２
日
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

反
対
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請

願
」
署
名
３
４
７
名
分
を
追
加
提

出
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
３
月
市
議

会
に
向
け
た
請
願
署
名
は
合
わ
せ

て
１
、
３
１
５
名
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
の
１
２
月
議
会
に
提
出
さ

れ
た
「
農
民
組
合
」
「
農
協
」
の
請

願
・
陳
情
は
多
く
の
市
町
村
で
採

択
、
常
陸
大
宮
市
の
よ
う
に
継
続

審
査
と
さ
れ
た
の
は
少
数
で
す
。

３
月
議
会
で
採
択
し
、
参
加
反

対
の
意
見
書
を
政
府
に
提
出
す
る

た
め
日
本
共
産
党
市
議
団
は
全
力

を
つ
く
し
ま
す
。

�金金金金子子子子すすすすぐぐぐぐるるるる議議議議員員員員のののの一一一一般般般般質質質質問問問問項項項項目目目目

１、暮らしを守る施策について

（１）介護保険の受領委任払の採用

（２）国民健康保険税の減免、資格証明書の発行問題

（３）就学援助制度

２、住宅リフォーム補助制度について

（１）制度の詳細と開始時期

（２）市民と事業者への周知

（３）住宅リフォーム資金補助金の増額の考え

３、公共施設利用料等の減免について

（１）社会体育施設・都市公園の利用料金の減免対象団体

（２）公共施設の料金減免規定の「公共団体」「公共的団体」

４、地域公共交通について

（１）地域公共交通連携計画

☆金子すぐる議員のホームページ

http://www.jcp-net.jp/kaneko-s/
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〔
金

子
議

員
〕
教
育
委
員
会
は
９

月
議
会
で
、
支
援
員
の
配
置
学
校
、

配
置
人
数
が
３
校
３
名
と
少
な
い

理
由
と
し
て
、
「
指
導
員
室
、
学

校
適
応
推
進
協
議
会
が
３
校
以
外

は
配
置
す
る
必
要
が
な
い
」
と
答

え
、
市
の
中
で
は
充
実
し
て
い
る
と

の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

文
科
省
は
、
小
中
学
校
の
通
常

学
級
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒

の
う
ち
学
習
障
害
、
注
意
欠
陥
・

多
動
性
障
害
、
高
機
能
自
閉
症
に

よ
り
学
習
や
生
活
の
面
で
特
別
な

支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
が
、
約

６
％
程
度
の
割
合
で
存
在
す
る
可

能
性
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
児
童
生

徒
に
対
し
て
、
学
校
と
し
て
の
適
切

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
し
、
配

置
の
財
政
措
置
を
し
て
い
ま
す
。

支
援
員
配
置
の
状
況
は
、
水
戸

教
育
事
務
所
館
内
で
も
市
町
村
に

よ
っ
て
大
き
く
へ
だ
た
り
が
あ
り
ま

す
（
例
え
ば
東
海
村
で
は
全
て
の

幼
稚
園
、
小
中
学
校
に
複
数
人
を

配
置
）
。
９
月
議
会
で
の
教
育
委

員
会
の
答
弁
に
は
認
識
の
違
い
が

あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

〔
教

育
長

〕
学
校
教
育
法
の
改
正

で
、
小
・
中
学
校
等
に
お
け
る
教
育

上
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
・
生
徒
に
対
し
適
切
な
教
育
を

お
こ
な
う
こ
と
が
明
確
に
位
置
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童

・
生
徒
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
今
年
度
か
ら
Ｔ
Ｔ
と
し
て

特
別
支
援
員
を
１
名
配
置
し
、
幼

稚
園
か
ら
の
要
望
で
介
助
員
を
１

名
１
月
か
ら
配
置
す
る
予
定
で
す
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
決
し

て
質
問
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校

や
保
護
者
の
要
望
を
重
視
し
な
が

ら
、
就
学
指
導
委
員
会
の
判
断
を

ふ
ま
え
た
中
で
、
今
後
と
も
配
置

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

支
援
を
お
こ
な
っ
て
い
る
市
町
村

も
あ
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
来
年

度
に
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定

す
る
予
定
で
す
。
特
別
支
援
教
育

に
つ
い
て
も
十
分
に
議
論
を
重
ね

て
計
画
を
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
教
育
委
員
会

だ
け
で
な
く
関
係
機
関
と
の
連
携

を
強
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

〔
市

長
〕
市
長
部
局
と
し
て
も
当

然
、
計
画
の
段
階
か
ら
か
か
わ
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〔
金

子
議

員
〕
文
部
科
学
省
は
厚

生
労
働
省
と
連
携
協
力
し
つ
つ

「
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め

の
地
域
に
お
け
る
相
談
支
援
体
制

整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
試
案
）
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
市
町
村
な
ど
各

地
方
自
治
体
に
お
い
て
、
医
療
、

保
健
、
福
祉
、
教
育
、
労
働
等
の

関
係
部
局
・
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
、

障
害
の
あ
る
子
ど
も
や
そ
の
保
護

者
に
対
す
る
一
貫
し
た
相
談
・
支

援
体
制
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

当
市
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な

組
織
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
児
童
生
徒
支
援
の

窓
口
と
関
係
機
関
の
連
携
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。

〔
教

育
長

〕
一
貫
し
た
支
援
を
お

こ
な
う
組
織
は
、
ま
だ
未
整
備
の

状
況
で
す
。
他
の
市
町
村
を
見
る

と
、
医
療
、
保
健
、
福
祉
、
教
育

等
の
関
係
機
関
が
協
議
の
場
を
設

定
し
た
り
、
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

を
核
に
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
一
貫
し
た

〔
金

子
議

員
〕
常
陸
太
田
市
で
は

昨
年
の
７
月
か
ら
大
規
模
、
中
規

模
、
小
規
模
の
市
内
小
学
校
３
校

に
専
任
司
書
を
試
行
的
に
調
査
研

究
事
業
と
し
て
配
置
し
ま
し
た
。

司
書
の
主
な
仕
事
は
図
書
の
貸

し
出
し
、
図
書
の
整
理
、
読
書
相

談
で
す
が
、
配
置
に
よ
る
効
果
に
つ

い
て
、
教
育
長
は
「
休
み
時
間
に
司

書
が
い
る
の
で
、
児
童
が
進
ん
で

図
書
室
に
行
く
よ
う
に
な
り
、
ま

た
、
新
刊
の
図
書
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー

が
充
実
し
、
図
書
室
の
環
境
構
成

が
工
夫
さ
れ
季
節
感
の
あ
る
掲
示

物
な
ど
も
は
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

な
ど
、
学
校
図
書
館
の
環
境
が
よ

り
充
実
し
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書

意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
」

と
議
会
で
答
え
て
い
ま
す
。

当
市
で
は
、
ま
だ
専
任
の
図
書

司
書
は
配
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

ぜ
ひ
、
配
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

〈
教

育
長

〉
本
市
で
は
、
小
規
模

校
が
多
い
こ
と
か
ら
司
書
教
諭
を

積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
、
学
校

現
場
の
声
を
聞
く
と
、
専
任
司
書

の
必
要
性
は
十
分
認
め
て
い
る
も

の
の
、
そ
れ
よ
り
も
Ｔ
Ｔ
等
の
教

員
の
増
員
を
望
み
た
い
と
い
う
要

望
が
多
い
こ
と
、
こ
う
い
っ
た
こ
と

か
ら
配
置
す
る
の
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。議
員
ご
指
摘
の
専
任
司
書
の
配

置
は
、
児
童
・
生
徒
の
読
書
活
動

推
進
を
は
か
る
う
え
で
非
常
に
意

義
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、

東
海
村
や
那
珂
市
や
常
陸
太
田
市

な
ど
の
先
進
市
町
村
の
施
策
を
検

証
し
な
が
ら
、
学
校
現
場
の
要
望

や
財
政
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、

議
論
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

１
２

月
議

会
で

金
子

議
員

は
教

育
問

題
に
関

し
て
質

問
し
ま
し
た
。

〔
金

子
議

員
〕
こ
の
間
な
ん
ど
も

取
り
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度

か
ら
各
学
校
で
保
護
者
に
周
知
の

文
書
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
と
の

事
で
す
が
、
す
べ
て
の
学
校
で
保
護

者
全
員
に
文
書
で
周
知
徹
底
さ
れ

て
い
る
の
か
確
認
を
し
ま
す
。

〔
教

育
次

長
〕
就
学
援
助
制
度
に

つ
い
て
は
、
３
月
の
市
の
広
報
お
知

ら
せ
版
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
今

年
度
か
ら
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
通
年
掲
載
し
、
広
く
周
知
を
は

か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
各
学
校
か
ら

保
護
者
あ
て
に
制
度
の
仕
組
み
や

目
的
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
、
さ
ら

に
、
民
生
委
員
会
に
お
い
て
も
説

明
を
し
、
保
護
者
へ
の
周
知
を
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

〔
金

子
議

員
〕
全
部
の
学
校
で
文

書
で
保
護
者
全
員
に
周
知
徹
底
さ

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
確
認
し

ま
す
。

〔
教

育
次

長
〕
今
年
度
か
ら
、
教

育
委
員
会
か
ら
各
学
校
長
あ
て
に

依
頼
と
い
う
こ
と
で
文
書
を
出
し

ま
し
て
、
各
学
校
か
ら
全
保
護
者

に
通
知
が
い
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

〔
金

子
議

員
〕
依
頼
を
し
た
、
認

識
し
て
い
る
、
実
際
に
は
確
認
し
て

い
な
い
よ
う
な
答
弁
で
あ
り
ま
す
。

き
ち
ん
と
確
認
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
就
学
援

助
制
度
の
周
知
徹
底
は
、
学
校
ま

か
せ
で
は
な
く
、
教
育
委
員
会
の

責
任
で
す
べ
て
の
保
護
者
に
同
一

の
文
書
で
知
ら
せ
る
べ
き
と
考
え
て

い
ま
す
。

〔
教

育
次

長
〕
申
請
を
学
校
を
通

し
て
教
育
委
員
会
に
上
げ
る
シ
ス

テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
教
育

委
員
会
と
し
て
は
、
学
校
長
を
通

じ
ま
し
て
文
書
で
周
知
を
は
か
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〔
金

子
議

員
〕
以
前
の
議
会
で
各

市
町
村
の
文
書
を
示
し
ま
し
た
け

れ
ど
、
多
く
の
と
こ
ろ
で
は
教
育
委

員
会
で
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
周
知
徹

底
は
教
育
委
員
会
の
責
任
で
や
る

べ
き
と
考
え
ま
す
。
強
く
要
請
し
ま

す
。

連絡先 ケータイ

金子卓議員

０９０-１９９４-７６９６

そ
の
他

の
一
般

質
問

項
目

◆
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て

◆
上

水
道

事
業

に
つ
い
て

◆
地

域
公

共
交

通
に
つ
い
て
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